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令和６年度 立川市地域学習館運営協議会会議録（第１回） 
 

日 時：令和 6年 4月 16日（火）午後 6時 00分～午後 8時 30分  （敬称略） 

出 席：大𣘺 加藤 広瀬 内金﨑 小笠原 長谷川 岩元 小林 能村 森  

欠 席：杉之原、増田 

傍 聴：無し 

事務局：高野 吉澤 俣本 田中（オブザーバー） 

 

１ 開会のあいさつ 

高野：4月 1日の定期異動は田中が幸学習館へ異動し、砂川学習館から吉澤が配属。 

田中：トータル 9年間西砂学習館にいた。学習館勤務は 16年。この地運協の活動は楽しく

自分の励みになり勉強になった。幸学習館勤務になるが、お手伝いには来る。 

吉澤：これまで主に健康と福祉、児童館等の仕事に関わってきた。学びながら地運協の活動

の支援をしていきたい。 

高野：5月 31日で 7期の任期終了となる。8期に向けて事務局からのお知らせがある。2号、

3 号委員は所属機関から継続依頼が来る予定。5 月 13 日までに回答をお願いしてい

る。これ以外の方は本日用紙をお渡しする。回答は 4月 30日まで。 

大𣘺：ここにきて気温が高くなり夏日を迎えた。春でも熱中症があるので体調管理に気をつ

けたい。4 月 14 日は熊本地震から 8 年目。能登、栃木、千葉、北海道と色々な所で

地震が起きている。防災講座も考えていかなければならない。 

  

２ 令和 6年度地域活性化講座について 

（１）認知症予防講座について 

日時：令和 6年 6月 19日（水） 

会場：西砂学習館 第一教室 

対象、講師：関東リハビリテーション専門学校 

内金﨑：日程は 6月 19日水曜日に決定。関東リハビリテーション専門学校の学生 4名が来

る。前回の地運協で内容はお任せとなっていた。包括支援センターへ認知症予防のお

話をして頂くことになっていたが、予定が合わず、現在、認知症地域支援推進委員に

相談中。 

大𣘺：ここで取り組む内容は認知症を予防する為の内容。 

岩元：実際に音楽に合わせて体を動かすことをして頂ければと思う。時間は今までは 90分

で実施していた。60分座学、30分体操。60分の座学は長いと感想にあった。体操 30

分は少し短い気持ちはあった。 

内金﨑：メインは認知症予防の運動。参加者層に合わせた内容を考えていただく。 

（２）西砂サマーイベント～火曜日は学習館に行こう！～ 

  〇開催方法について  ・短期集中型  ・曜日固定型 

  〇【講座】 内容未定  予算 83,000円 

大𣘺：今年度の方向性を決めたい。 
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高野：予算 83,000円はウインターイベントを含めての予算。 

能村：準備や子どもの参加しやすさを考えると曜日固定型が良いのでは。 

大𣘺：短期集中型開催はスタッフにとってハードと感じる。 

森：短期集中型はスタッフの確保が厳しい。自分達にできる範囲が良い。 

内金﨑：火曜日は学習館に行こうという認識が地域でも広がっていると思う。 

大𣘺：火曜日開催にする。今年度火曜日は 6回ある。令和 4年度は 6回行った。 

岩元：6回の開催は多い。8月 27日は始業式前日。 

長谷川：8月 13日はお盆。 

大𣘺：食の問題があるので、回数は減らしたくない。 

岩元：ここに参加している子どもは食の問題を抱えているか。 

大𣘺：イベントのついでに食事を食べて過ごしてくれたら良いと思っている。 

岩元：スタッフも高齢化している。支援する側としては行かなければという思いはあるが、

家のこともあり 6回お手伝いに行けないのが正直な気持ち。 

大𣘺：早めに広報をして支援のネットワークを広げていかなければと思っている。食事は内

容を簡素化、洗い物を少なくする工夫をする。全てカレーにしても良い。 

広瀬：8月 13日と 8月 27日は休みが良いと思う。 

加藤：当初は全火曜日の開催ではなかった。 

大𣘺：今年度は 8月 13日、8月 27日はお休みし、4回の開催とする。 

広瀬：長いこと開催してきたのでねらいを今一度確認したい。グループワークしながら勉強

をする回があっても良い。グループワークをする中で気づきがたくさん出てくると

思う。 

森：サマーイベントの内容は全体的にもっとゆるくて良いと思う。夏休みの課題、自由研究

をやることは良いと思うが、今までの内容を見ると、結果を求め過ぎていないかと感

じている。せっかくの夏休みなので学習館で楽しもうというソフトな路線が良いと

思う。 

大𣘺：7月中は自由研究に繋がるプログラムを意図的に組んでいた。 

加藤：森委員の考えに賛成。最初は、宿題支援から始まった。 

岩元：1年から 6年まで全学年が一緒にいる。まとめて教えることは発達レベルに違いがあ

り無理がある。全学年全てが同じ内容で楽しめるようにするのは至難の業と思う。 

小笠原：児童館でのイベントは低学年、高学年で分けることが今は多い。異年齢交流は、本

音は難しいと感じる。例えば「この講座は 4年生から 6年生は楽しめます」と打ち出

すのはどうか。開催日によって学年を分けるのも検討できる。全学年楽しめる内容と

しては、児童館ではコマが流行っている。工作や運動系などは全学年が一緒にできる。 

広瀬：勉強のお手伝いは残すのか、無くすのか、今の子ども達にどうやったら良いかを考え

たらどうか。 

小笠原：学童の児童は 7月で夏休みの宿題を終わらせる子どもが多い。宿題支援は必要と思

うが、最初の 2週間かと思う。 

大𣘺：現状もそう。7 月は宿題をしているが、そのあとは勉強を教えることは少なかった。 

加藤：夏休み宿題のフォローは大きな柱。後半をどう対応するか。 

大𣘺：学習支援は 7月中で考え、午後は手先、体を使うイベントはどうか。 

小笠原：何かを得て欲しいというのが根底にある。学校ではできない昔遊び、凝った工作に
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興味を持つ子どもが多い。 

大𣘺：8月は戦争について学ぶ機会を設けたいと個人的に思う。小笠原委員にまたお願いし

「ちいちゃんのかげおくり」や歌語りをこの時期に 2年前と同じ内容で行いたい。 

小笠原：平和教育は学校でできなくなっているので実施したい。 

大𣘺：子ども達にとって楽しい思い出になるような、工作やアクティビティな講座を考えた

らどうか。グループワークは、子どもにとって興味があるものだと良いが、内容が思

い浮かばない。具体的なプログラム、資料があると良い。 

広瀬：グループワークでは結果や成果は関係無く、プロセスで学ぶことをイメージしている。

ワークを通し何か感じてくれたら良い。 

岩元：人生ゲームはどうか。ツールがあれば、高学年が低学年に教えられる。 

大𣘺：麻雀が子ども達にも良いと新聞に出ていた。 

能村：高齢者の健康麻雀は流行っている。 

高野：申し込みはどうするか。 

大𣘺：アレルギーの確認もあり申込制にしている。次回さらに具体的に決めたい。 

加藤：子ども達が楽しめる内容にしたい。 

 

（３）にしすな親子塾 

開催時期、講座の内容  

小笠原：今年度は 2回実施可能。6月、9月、3学期 1回の開催は可能。 

 

（４）西砂川での災害を考える  

大まかな内容、大まかな日程  

小笠原：児童館では災害時の対応、防災食の講座を実施している。 

大𣘺：ここは自力でなんとかしなければいけない地域だと個人的に思う。避難所へ行っても

全ての人が援助を受けいれられないと思う。 

高野：災害時に意外と大変なのがお金の勘定。衣食住を考えるような講座が良い。 

大𣘺：一般対象に防災食、学習の 2本立てで考えられるのか。NPO法人立川災害ボランティ

アネットにお声がけし内容を詰めたい。予算があれば、曜日を分けてじっくり学んで

も良い。地震が続いているので早く行いたい。 

 

 

（５）西砂産業まつり、めぐり……。 

今年度の検討内容：開催の目的や構想を考える。 

立川工業会へのアプローチを考える。 

大𣘺：少しずつ繋がりはできている。 
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（６）その他の活動・新規に実施したい講座 

大まかな内容、大まかな日程 

大𣘺：地域再発見について。昨年度豊泉さんの講座は未実施。今年度実施してはどうか。 

高野：立川民俗の会が解散になるとのこと。 

加藤：市民推進委員会で去年講演会を行った。豊泉さんは資料になる写真もたくさんお持ち

で、元気。フィールドワークも可能。 

広瀬：対象を新住民限定にするのはどうか。社協と一緒にできる。 

加藤：「ようこそ！西砂へ」は何回も実施している。ぜひやりたい。 

岩元：市長と語る会で GLP問題がでていた。企業側の説明会は何度かあるが住民側からの問

題点、改善点を皆で学びあうのはどうか。 

加藤：GLP問題は「ようこそ！西砂へ」と別で実施を考えるのが良い。 

大𣘺：地域課題とは思うが、学習館が行うのか自治会がやるべき内容なのか。 

岩元：自治連で行うのが一番良いと思う。 

広瀬：GLP問題は自治連で今年テーマになっているとのこと。 

大𣘺：自治連がメインになり進める流れが見えてくれば地運協として場所の提供や集客の

お手伝いは可能。 

内金﨑：自治連から動きがあるのではと思う。自治連がやることを一緒にするスタンスが良

いと個人的に思う。 

加藤：自治連はどこまで動いているのか。一番影響があるのは西砂地域。 

森：自治連が本当に動いてくれるのか気持ち的に焦りがある。出前講座はできるのか。 

高野：都市計画課、道路課などが担当。対象やテーマによる。 

岩元：地運協として講座をするのかしないのか。 

広瀬：するということになっていると思う。 

森：この地域は農業の良いところもあり、その反面課題もある。良い所も課題があるのもひ

っくるめてこの地域。良い点ばかりを伝えるより、全てを知る機会があると良い。 

大𣘺：自治連の動きを待つのか。何とも言えない難しい部分はある。情報を集め形になるか

検討したい。 

 ◇ 学校の主な予定（４月以降、１学期 予定） 

 西砂小学校 松中小学校 立川第七中学校 

入学式 4/8（月） 4/8（月） 4/10（水） 

始業式 4/8（月） 4/8（月） 4/8（月） 

安全指導 4/11（木） 

5/7（火） 

6/4（火） 

7/2（火） 

4/11（木） 

5/15（水） 

6/12（水） 

7/17（水） 

4/11（木） 

5/2（木） 

6/18（火） 

7/16（火） 

立川市民科公開講座 6/20（木）  5/11（土） 

運動会  6/1（土） 6/25（土） 
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セーフティ教室 7/12（金） 7/16（火）  

終業式 7/19（金） 7/19（金） 7/19（金） 

※松中小学校は令和６年度、中規模改修工事の予定。 

 

３ 協議、報告及び連絡事項 

（１）前回の議事内容の確認（議事録） 

大𣘺：何かあれば事務局まで。 

 

 （２）地域学校コーデ―ネーターとの連携について 

 ・地域学校コーディネーターとの第 1回情報交換会について 

  令和 6年 7月予定 

 

（３）「西砂学習館まつり」第 2回実行委員会について 

・第 2回実行委員会 4月 10日（水）午後 1時 30分 視聴覚室 

*第 1回実行委員会後の進捗について 

    *展示、舞台発表会、催し物等について 

   ・振り返り会    ６月１９日（水）午後１時３０分 視聴覚室 

    *アトラクションについて 

・期間中の 5月 25日（土）に開催。内容については、前年と同様、国立音楽大

学学生他の演奏会として依頼。 

高野：資料参照。 

 

（４）各委員から報告及び連絡事項（報告） 

   第 7期地域運営協議会報告のまとめについて 

加藤：5月 8日市民推進委員総会。久しぶりに懇親会を行う。12月までの講座が決まった。

財政を考える会では毎月勉強会を実施。各学校にある井戸の再利用を考えている。 

広瀬：総会のシーズン。2つに参加。宮沢組自治会の総会では GLP問題と街づくりを真剣に

考えようと、話した。2 名の方らから大賛成と声を頂いた。老人会の寿会は 4 月 10

日にあった。グランドゴルフ、カラオケ、誕生会、奉仕活動など毎年同じ活動で変化

が無い。 

内金﨑：今年度地域福祉コーディネーター12 名が決まった。在宅緩和ケア ACP のすすめ、

防災関係の講座を予定。 

小笠原：5月 5日は祝日だが子どもの日なので開館。今年は行事を行いつつ通常開館をする。

今年度の児童館は小学生も多いが中学生の利用が増えた。 

岩元：立川第 7中学校の地域学校コーディネーター。新入生は 201名 6クラス。水曜教室に

はどれだけの子どもが来るか心配。生涯学習審議会は、4 月 19 日第 1 回目の審議会

を予定。第 7次の計画を作っている。 

小林：西砂書道愛好家会で書道をしている。西砂学習館まつりに参加。 

能村：市民推進委員会情報広報部所属。講座ガイドきらり・たちかわ夏号は 6月発行。特集



6 

 

は西砂川松明伝承保存会。松明回しの歴史を取材した。図書館巡りは幸図書館。 

森：3月実施の団体企画型講座では受講者が増えて嬉しかった。今度は自分達で広報誌を作

る内容で検討。3 月 22 日西砂小の下校見守りをした。地域学校コーディネーター便

りに載せて頂いた。多文化共生の講座について。娘がロンドンから秋頃に帰国する。

娘にイギリスの食文化、儀式、習慣をまとめておいてと話しているので、講座が出来

たら面白い。先日は林業のワークショップに参加した。話の内容や工作体験などとて

も良かったが予算的に厳しかった。 

俣本：令和 6年度の西砂寿教室がスタートした。会員数 50名、新規の方は 4名。学習館ま

つり発表会、芸能フェスティバルに向けてそれぞれ頑張っている。 

吉澤：この地運協の活動はとても盛んと拝見していた。昨年度のウインターイベントは、田

中さんのサポートで参加。今日のように熱心に時間を積み重ねて今までの活動があ

るのだと感心した。 

田中：所属は幸学習館になるが、一緒に参加できるように都合を付けて参る予定。 

高野：西砂書道愛好会の会員募集の記事が広報に掲載されていた。 

小林：1名が新規に入った。 

吉澤：配布した立川市歴史民俗資料館資料館だより第 28号は砂川地区が特集。豊泉さんが

トップで載っている。 

高野：「三者間通訳サービス」について。通訳を通して話ができるサービスがある。 

大𣘺：20 年前に練馬区から立川市へ来た時に外国籍の子どもが多かった。その時立川市は

日本語指導員がいなかったので、働きがけを行い指導員が配置されるようになった。 

 

長谷川：5 月 18 日は西砂地区青少健の総会が天王橋会館である。その他の活動は決まり次

第ご報告する。 

 

（５）その他 

 

５ その他   〇 次回の地域学習館運営協議会の日程について 

※ 次回開催；次回は、 令和 6年 5月 14日（火曜日） 

＜配布資料＞ ・〈資料 1〉3月地域運営協議会会議録 

・〈資料 2〉学習館まつり資料一式 


